












　『文學論叢』第 154 輯は、国内 360 ケ所、海外 20 ケ所の各大学、研究機関および図書館































































































問い ― （2016 年９月 17 日、豊橋校舎 本館５階 第 3-4 会議室、植田剛史）
・南伝上座仏教と現代（2016 年 10 月 15 日、豊橋校舎 研究館 1階 第 1-2 会議室、伊東利勝）
・国境を越える歴史学（2016 年 11 月 26 日、豊橋校舎 研究館 1階 第 1-2 会議室、小野賢一）
　愛知大学人文社会学研究所主催ワークショップ報告書として、伊東利勝編『南伝上座仏
教と現代』（2017 年３月 20 日、全 168 頁）、近藤暁夫編『国際的民間交流と平和運動の歴
史とアクチュアリティ―青い目の人形と答礼人形の辿った歴史から―』（2017 年３月 31
日、全 51 頁）を印刷・発行し、植田剛史編『マテリアリティの政治と「インフラ論的転回」





2015 年 4 月 1 日制定



























































































1 この規程は、2015 年 4 月 1 日から施行する。
　（愛知大学文学会会則の廃止）
2 この規程の施行により、愛知大学文学会会則（1949 年 11 月 15 日制定）は廃止する。
　（経過措置）




この規程は、2017 年 4 月 27 日から施行する。
― 110 ―
○愛知大学人文社会学研究所『文學論叢』投稿要領
2015 年 5 月 21 日制定



















　（1）和文の場合は、論説は 32,000 字以内。研究ノートについては、20,000 字以内。資料紹介については、4,000　　
字以内。ただし、この中には、注・文献書誌・図表等すべてを含む。図表の文字換算は編集委員会で行う。
























この要領は、2017 年 4 月 27 日から施行する。
○『文學論叢』査読規程















































この要領は、2016 年 5 月 19 日から施行する。
